
◆用語について
正答率

各設問の正答率は、その設問に正答した児童・生徒の割合を示したものである。また、教科総合、

領域別、観点別等の正答率は、対象設問中の正答率の平均を表す。

標準スコア

全国平均の正答率を50とした時の換算値。

目標値（目標準拠評価法式のみ）

学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、設問ごとに正答できる

ことを期待した自動・生徒の割合。

●東大阪市内の小学校児童の学習状況を
調査し、学習指導要領に定められた学習

内容の定着状況を把握するとともに、今

後の学力向上および指導の改善に資す

る。

●調査目的に基づき、学習指導要領に定
める内容について、基礎・基本および活

用の力を測る問題で構成した。

●東大阪市内の小学校の3・4・5・6年生の児童●調査対象教科は、国語・算数

令和5年度3学期



(単位 ％)　★ ＝目標値 目標値 自治体

教科全体 67.6 58.2

基　　礎 73.8 64.8

活　　用 54.4 44.1
言葉の特徴や使い方に関する事項 75.5 64.8
情報の扱い方に関する事項 53.3 41.1
我が国の言語文化に関する事項

話すこと・ 聞く こと 59.0 50.5

書くこと 60.0 46.0

読むこと 64.2 57.2

知識・ 技能 70.4 59.4

思考・ 判断・ 表現 61.3 52.0
主体的に学習に取り組む態度 55.0 43.4

観
点
別

領
域
別

目標値 ％67.6 

0% <10% <20% <30% <40% <50%<60% <70% <80%<90%<100%100%

児童の割合

1.1% 1.3% 3.0% 6.4% 7.0% 15.1%13.1%20.1%12.5%14.6% 5.5% 0.5%
児童の
割合

40

35

30

25

20

15

10

5

0

(%)

「主体的に学習に取り組む態度」の定着に課

題が残る

（各カテゴリーの値は、全国平均を

50とした場合の標準スコアを表します）

小３国語は、教科全体の正答率が58.2％

で、目標値を9.4ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で

目標値に届かなかった。中でも、「主体的

に学習に取り組む態度」が43.4％で、目標

値を11.6ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問3(3)言葉の学習大問5(3)せつ明文の内ようを読み取る

ローマ字で表記されたものを正しく読んでいる。

身の回りでローマ字表記されているもの

は、地名や駅名、住居表示など数多くある。国語の授業以外の

時間も活用して、実際にローマ字表記されているものを多く読

む経験を積ませることが大切である。特に、つまる音の表記は

間違えやすいので、丁寧に指導したい。少し表記が異なる点も

あるが、パソコンを使う学習でローマ字に慣れさせていくこと

も有効であろう。

文章のほぼ全体の内容が整理されているの

で、文章の内容と整理された内容を比較していけば、本問の空

欄に何が入るのかを理解することができる。整理された内容を

見ると、「星を見えにくくしているもの」として「よごれた空

気」と空欄に入る言葉の二つが挙げられ、それぞれが冬になる

とどうなるかが矢印で示されている。説明的な文章の授業で

は、このような形式で情報の整理が行われることが多い。その

際に全てを教師が整理するのではなく、教材によっては児童に

整理させてみることで、情報整理の仕方を身に付けさせたい。
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(単位 ％)　★ ＝目標値 目標値 自治体

教科全体 68.4 64.4

基　　礎 76.6 72.3

活　　用 56.5 52.7

数と計算 68.1 64.4

図形 65.0 60.4

測定 71.4 66.6

データの活用

知識・ 技能 73.6 69.7

思考・ 判断・ 表現 50.0 45.3
主体的に学習に取り組む態度 56.1 51.0
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（各カテゴリーの値は、全国平均を

50とした場合の標準スコアを表します）

小３算数は、教科全体の正答率が64.4％

で、目標値を4.0ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で

目標値に届かなかった。中でも、「主体的

に学習に取り組む態度」が51.0％で、目標

値を5.1ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問8(1)わり算大問3(6)たし算・ひき算

包含除の文章問題を図に表している。

本問の８÷２の式から、等分除と包含除の

問題が予想される。問題の場面では、８本の鉛筆を２人で分け

るか、２本ずつ分けるかで、等分除と包含除のどちらの問題に

なるかを判断することになる。この２つの問題の違いを説明す

るには、１人分が４本になるか、４人に配ることができるかを

図に表すことが大切である。図に表すことで、２つの問題の違

いを明確に理解することができる。

減法の計算問題では、計算するけた数が増

えると、位がずれる、繰り下がりがあったことを忘れて計算し

てしまうなどの間違いが起きやすい。方眼のあるノートを用い

て、繰り下がったときには被減数を斜め線で消し、上に繰り下

がった後の数を書くなどの工夫をさせることで、一の位から順

番に計算していけば、必ず正しい答えを導き出せることを実感

させたい。
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(単位 ％)　★ ＝目標値 目標値 自治体

教科全体 63.8 58.4

基　　礎 68.5 63.6

活　　用 55.0 48.5
言葉の特徴や使い方に関する事項 72.0 68.2
情報の扱い方に関する事項 46.7 34.4
我が国の言語文化に関する事項 80.0 84.1

話すこと・ 聞く こと 55.0 48.0

書くこと 53.8 34.8

読むこと 60.8 57.8

知識・ 技能 67.1 62.1

思考・ 判断・ 表現 57.0 48.4
主体的に学習に取り組む態度 50.0 34.9
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（各カテゴリーの値は、全国平均を

50とした場合の標準スコアを表します）

小４国語は、教科全体の正答率が58.4％

で、目標値を5.4ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で

目標値に届かなかった。中でも、「主体的

に学習に取り組む態度」が34.9％で、目標

値を15.1ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問6(2)調べて分かったことを発表する大問7文章を書く

情報と情報との関係について理解し，理由や事例
などを挙げながら話している。

「大原さん」がゆであずきを薦める理由

は、【調べて分かったこと】の「食べ方」に二つ述べられてい

る。これを基にして、空欄に整理して書けばよい。ここでは、

あんこは「たくさん食べると、さとうをとりすぎてしまう」と

いう文言を、ゆであずきは「たくさん食べても、さとうをとり

すぎない」と書き直すことがポイントになる。情報と情報との

関係において、意見とその理由や根拠との関係は、基本的なも

のである。授業の中で、考えを求められたときに、意見だけで

なく理由や根拠もセットで述べられるようにしていきたい。

文章を２段落構成で書くことができるかを

見る問題である。「段落に分ける」ということを理解し、実際

に段落分けができることが求められる。段落分けができなかっ

た児童に対しては、まず教科書の教材文を示して、段落とはど

ういうものかを教える必要がある。その上で、意図的に段落の

ない短い文章を示し、話題の切り替わる場所で段落分けをさせ

ると、段落意識をもたせることができる。
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(単位 ％)　★ ＝目標値 目標値 自治体

教科全体 64.2 57.9

基　　礎 68.9 62.3

活　　用 56.7 51.0

数と計算 65.9 61.9

図形 65.0 52.4

変化と関係 71.7 63.2

データの活用 50.0 39.8

知識・ 技能 69.0 63.7

思考・ 判断・ 表現 54.0 45.8
主体的に学習に取り組む態度 49.0 37.5
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（各カテゴリーの値は、全国平均を

50とした場合の標準スコアを表します）

小４算数は、教科全体の正答率が57.9％

で、目標値を6.3ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で

目標値に届かなかった。中でも、「主体的

に学習に取り組む態度」が37.5％で、目標

値を11.5ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問7小数大問13(2)垂直・平行と四角形

示された考えをもとに，数の相対的な大きさを使っ
て，小数の減法を整数の減法に直している。

相対的な大きさは、ある位の単位に着目し

て、そのいくつ分と見る見方である。例えば、6.57は0.01が657

個集まった数であるという見方である。相対的な大きさを使う

と、小数の加減は整数と同じ原理でできる。なお、4.2は0.01が

42個集まった数であるという誤答が考えられる。小数第３位ま

である位取り記数表などを活用して、4.2は0.01が420個集まっ

た数であることを理解させることが大切である。

正方形は、対角線が直交することから、ひ

し形と同じ性質をもっている図形と捉え直すことができる。さ

らに、対角線の長さや位置関係に着目すると、正方形と長方形

の関係を捉え直すことができる。また、対角線の性質を用い

て、四角形を作図することもできる。このように、対角線とい

う視点から、既習の図形について振り返り、統合的に捉えられ

るようにすることが大切である。
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(単位 ％)　★ ＝目標値 目標値 自治体

教科全体 68.3 65.4

基　　礎 72.8 70.8

活　　用 58.1 53.4
言葉の特徴や使い方に関する事項 72.7 70.2
情報の扱い方に関する事項 40.0 32.4
我が国の言語文化に関する事項 55.0 47.3

話すこと・ 聞く こと 65.0 66.5

書くこと 66.7 58.0

読むこと 65.8 64.1

知識・ 技能 66.8 63.1

思考・ 判断・ 表現 66.0 62.2
主体的に学習に取り組む態度 62.0 54.5
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（各カテゴリーの値は、全国平均を

50とした場合の標準スコアを表します）

小５国語は、教科全体の正答率が65.4％

で、目標値を2.9ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で

目標値に届かなかった。中でも、「主体的

に学習に取り組む態度」が54.5％で、目標

値を7.5ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問3(2)言葉の学習大問7文章を書く

連用修飾語について理解している。

修飾語と被修飾語の関係を理解しているか

どうかを問う問題であり、「時間まで」が修飾している言葉を

見つける必要がある。「時間まで」のような、連用修飾語にな

る副詞句は、被修飾語の直前に置くこともできるが、比較的自

由な位置に置くことができる。この文中での位置の自由さが原

因で、意味が明確でない文になることもあるが、そうした日本

語の特徴についても押さえるように指導していきたい。

文章を２段落構成で書くことができるかを

見る問題であり、第一段落に「二つの案のどちらに賛成する

か」、第二段落に「その案がよいと思う理由や、ほかの案を選

ばない理由」を具体的に書くことが求められている。作文に当

たっては、記述に入る前に、まず文章の組み立てを考えさせた

り、必要な材料を十分に集めさせたりすることが大切である。

「段落」の定義を正しく理解させた上で、自分の考えを分かり

やすく効果的に書いたり、意見と理由を区別して書いたりする

力を養わせていきたい。
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(単位 ％)　★ ＝目標値 目標値 自治体

教科全体 60.6 52.9

基　　礎 66.6 59.2

活　　用 46.1 37.4

数と計算 62.1 56.2

図形 68.3 56.5

変化と関係 51.7 39.7

データの活用 45.0 37.3

知識・ 技能 67.5 59.8

思考・ 判断・ 表現 48.2 40.3
主体的に学習に取り組む態度 48.3 38.5
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題が残る

（各カテゴリーの値は、全国平均を

50とした場合の標準スコアを表します）

小５算数は、教科全体の正答率が52.9％

で、目標値を7.7ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で

目標値に届かなかった。中でも、「主体的

に学習に取り組む態度」が38.5％で、目標

値を9.8ポイント下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問15(2)単位量あたりの大きさ，比例大問10(1)体積

単位量あたりの大きさから，大人の人数を求める
ことができる。

本問は、まず子供と大人を合わせた全員の

人数を求め、次にその数から子供の人数をひいて大人の人数を

求めるというように、解決するために２段階が必要な問題であ

る。まず、大広間の広さと１m2当たりの人数から、大広間に集

まった人数を求める。数直線に数量の関係を表し、立式できる

ようにさせたい。子供の人数は分かっているので、全員の人数

から子供の人数をひけば大人の人数を求めることができる。解

決するにはどうしたらよいのか、見通しをもたせることが大切

である。

直方体や立方体の体積については、１辺が

１cmの立方体の積み木を使って、いくつ分になるかを調べる活

動などを通して、その意味や単位について考えさせることが大

切である。その上で、直方体や立方体の体積を求める公式の意

味を理解させたい。単に公式を暗記させるのではなく、面積の

求め方に立ち戻った指導を行う必要がある。
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(単位 ％)　★ ＝目標値 目標値 自治体

教科全体 64.0 59.4

基　　礎 66.2 59.8

活　　用 60.0 58.7
言葉の特徴や使い方に関する事項 65.0 56.3
情報の扱い方に関する事項 45.0 46.1
我が国の言語文化に関する事項 70.0 67.4

話すこと・ 聞く こと 66.7 69.2

書くこと 63.3 55.4

読むこと 61.7 62.2

知識・ 技能 62.5 55.6

思考・ 判断・ 表現 63.3 60.9
主体的に学習に取り組む態度 56.0 50.4
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「知識・技能」の定着に課題が残る

（各カテゴリーの値は、全国平均を

50とした場合の標準スコアを表します）

小６国語は、教科全体の正答率が59.4％

で、目標値を4.6ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で

目標値に届かなかった。中でも、「知識・

技能」が55.6％で、目標値を6.9ポイント

下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問7文章を書く大問3(3)言葉の学習

段落の役割について理解し，２段落構成で文章を
書いている。

文章を書く問題では、「何を」「どのよう

に」書くのかを理解した上で書くことが大切である。本問で

は、第一段落で、二つの案のうち、どちらに賛成か、及びその

理由を書き、第二段落で、予想される反論と、それに対する自

分の考えを具体的に書く。重要なのは、意見及びその理由と、

反論及びそれに対する自分の考えを二つの段落に分けて書くこ

とである。日頃から、自分の考えや感想をもつ訓練と、200字程

度の短い文章を書きまとめるなどの伝え合う力を高める指導を

行いたい。

普段の生活では、使い方が曖昧なまま敬語

を使用している児童も多い。尊敬語、謙譲語、丁寧語について

は、相手や場面に応じて適切に使うことに慣れるよう、日常の

言語生活に生きる指導をする必要がある。また、日頃から敬語

を適切に使った言葉遣いを心がけるよう指導し、コミュニケー

ションを円滑に行えるようにさせたい。
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(単位 ％)　★ ＝目標値 目標値 自治体

教科全体 71.1 69.2

基　　礎 76.4 73.6

活　　用 59.5 59.5

数と計算 72.1 68.3

図形 72.7 74.7

変化と関係 62.5 57.7

データの活用

知識・ 技能 76.7 74.5

思考・ 判断・ 表現 56.7 55.5
主体的に学習に取り組む態度 59.4 58.4
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「知識・技能」の定着に課題が残る

（各カテゴリーの値は、全国平均を

50とした場合の標準スコアを表します）

小６算数は、教科全体の正答率が69.2％

で、目標値を1.9ポイント下回った。

観点別に正答率を見ると、すべての項目で

目標値に届かなかった。中でも、「知識・

技能」が74.5％で、目標値を2.2ポイント

下回った。

＜ねらい＞ ＜ねらい＞

％ ％ ％％

大問4(2)分数のかけ算・わり算大問14(2)分数のかけ算・わり算

比較量，基準量が分数の場合において，比較量が基準量の何倍

になるかを求める式を選ぶことができる。

比較量と基準量の関係は、それらが小数や

分数の場合でも、整数の場合と同じであることを確認させた

い。数が分数になったとたんに、乗法か除法か、除法だとする

と除数と被除数を取り違える児童がいる。テープ図や数直線を

用いて、数量の関係を整理することで分かりやすくなる。テー

プ図や数直線は、整数の学習のときから活用する習慣を身に付

けておくと、小数や分数の場合でも、それと照らし合わせるこ

とで、数量の関係が捉えやすくなる。

小数の除法の場合、除数と被除数を10倍や

100倍にして、整数の計算に帰着させた。これは、除数と被除数

に同じ数をかけても、同じ数でわっても、商は変わらないとい

う除法の性質を用いている。分数の除法の場合は、分母をは

らって整数にする考え方が必要になる。分母が３の場合、３あ

るいは３の倍数をかけることで、整数の除法に帰着させること

ができることを理解させたい。逆数をかけると除数が１にな

り、分数の除法が分数の乗法の計算になる。除法の性質を活用

することで、既習の計算に変化するよさを味わわせることが大

切である。

30.0 14.9 ▲15.1 60.0 47.1 ▲12.9

40

45

50

55

60
全国

自治体

ポイ
ント

ポイ
ント

分数のわり算を，被除数と除数に同じ数をかけて，整数のわり算

にして計算する方法を説明している。

教科全体

基礎

活用
思考・ 判断・

表現

図形

変化と関係

データの活用

知識・ 技能

主体的に学習

に取り組む態

度

数と計算

0 102030 4050 60 7080 90100
(％)

６年

算数


